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救 急 医 療 に つ い て
医療って
なあに！？

地域

④

　今回は、救急医療のお話です。
　救急医療は、重症度に応じて初期（一
次）救急、二次救急、三次救急の３つ
に分かれています。
　初期救急は、休日・夜間など医療機
関が開いていない時に、入院の必要の
ない病状の患者さんを対象とするもの
で、市が、栃木市医師会の協力を得て
開設している栃木地区急患センターな
どがこれにあたります。
　二次救急は、主に入院治療を必要と
する重症な患者さんを対象とするもの
で、市内では、下都賀総合病院、とち
の木病院などの急性期病院や救急告示
を受けている２つの診療所（有床診療
所）がこの機能を担っています。
　三次救急は、二次救急医療機関では
対応できない高度な処置が必要な重篤
な患者さんを対象とするもので、救命

救急センター、総合周産期母子医療セ
ンターなどを設置している病院が担っ
ています。県内では、２つの大学病院、
済生会宇都宮病院などがこれにあたり
ます。
　栃木駅南部に計画中の栃木地区メ
ディカルセンター（仮称）新病院は、
二次救急医療を担う病院として整備を
進めているもので、地域内の二次救急
患者を確実に受け入れるため、救急の
対応を統合再編前よ
りも拡充し、24 時間
365 日 の 受 入 体 制 を
目指しています。さら
には、三次救急医療機
関に過度に依存するこ
となく、ある程度の高度医療も可能な
限り身近な地域で対応し、2.5 次救急
ともいえるような、市民の皆さんが安
心して生活できる医療環境を提供して
いくことを目指しています。特に、治
療に急を要する急性心筋梗塞、脳血管
疾患の専門的治療体制の確保に努める
こととしています。
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が
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は
、

自
分
の
こ
と
が
好
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で
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か
？

　
「
自
分
の
こ
と
が
好
き
」

と
い
う
感
覚
や
「
自
分
は
大

切
な
人
間
な
ん
だ
」
と
思
う

感
覚
を
自
己
肯
定
感
と
い
い

ま
す
。
自
己
肯
定
感
が
高
い

人
は
、
何
に
で
も
意
欲
的
に

取
り
組
み
、
他
者
に
対
し
て

思
い
や
り
や
優
し
さ
を
も
っ

て
接
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
の

自
己
肯
定
感

を
高
め
る

に
、
お
父
さ

ん
や
お
母
さ

ん
、
周
囲
の

大
人
方
に
、
以
下
の
こ
と
を

お
す
す
め
し
ま
す
。

・
子
ど
も
と
の
ス
キ
ン
シ
ッ

プ
を
大
切
に
す
る
（
頭
を
な

で
る
、
抱
き
し
め
る
な
ど
の

行
為
は
、
特
に
愛
情
が
伝
わ

り
や
す
い
で
す
）

・
子
ど
も
の
話
を
よ
く
聴
き
、

子
ど
も
の
気
持
ち
に
共
感
す

る
（
少
し
の
時
間
で
も
、
真

剣
に
子
ど
も
の
話
を
聴
い

て
、
子
ど
も
の
気
持
ち
に
共

感
し
て
く
だ
さ
い
）

・「
あ
り
が
と
う
」
を
言
う

（「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ

る
と
、
自
分
の
や
っ
た
こ
と

が
人
の
役
に
立
て
た
と
い
う

実
感
が
湧
き
や
す
い
で
す
）

　

栃
木
の
子
ど
も
た
ち
は
、

自
己
肯
定
感
を
高
く
も
っ

て
、
他
者
へ
の
思
い
や
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
自
分
の

夢
に
向
か
っ
て
た
く
ま
し
く

生
き
て
ほ
し
い
で
す
。
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　このように、救急医療は、いざとい
う時に皆さんの健康や命を守るために
欠くことのできないものですが、近年、
ごく軽い症状にもかかわらず二次や三
次救急の医療機関を受診したり、仕事
などを理由に夜間や休日に救急外来を
コンビニのように気軽に利用する人が
増加し問題となっています。これらの
受診は、本当に高度な治療を必要とす
る患者さんの診療機会を奪ってしまう
こと（「たらい回し」）にもなりかねま
せんし、昼夜を問わず患者さんのため

に働き続ける医師に過度の
負担を掛けることにもなっ
てしまいます。
　救急医療は、私達の生活
のセーフティネットの役割
を果たすものです。市では、

休日夜間急患センターの運営や栃木地
区メディカルセンター（仮称）への支
援などを通して、救急医療体制の確保
に努めてまいりますので、市民の皆さ
んには、引き続き地域医療を支える一
員としてご支援、ご協力をお願いしま
す。
　  地域医療対策室 ☎ 21 ‐ 2419
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本
市
の
文
化
芸
術
の
基
本
的

な
考
え
を
示
し
、
体
系
的
な
施

策
の
展
開
を
図
る
た
め
「
栃
木

市
文
化
振
興
計
画
」
を
策
定
し

ま
す
。
そ
れ
に
伴
い
文
化
芸
術

等
に
関
す
る
市
民
の
意
識
を
把

握
す
る
た
め
、

「
文
化
芸
術
等

に
関
す
る
市

民
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
」
を

実
施
し
ま
す
。

　

調
査
地
域
内
に
住
所
を
有
す

る
18
歳
以
上
の
方
、
３
千
人
を

無
作
為
に
抽
出
し
、
12
月
下
旬

に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
発
送
し

ま
す
。
お
手
元
に
届
い
た
場
合

は
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
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畠
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陣
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代
官
・
岡
田

嘉
右
衛
門
日
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を
出
版

　

岡
田
家
の
日
記
は
、
江
戸
時

代
の
嘉
右
衛
門
町
地
域
な
ど
13

カ
村
を
支
配
し
た
畠
山
陣
屋
代

官
の
立
場
か
ら
詳
細
に
書
き
と

め
た
も
の
な
ど
で
、
当
時
の
栃

木
市
の
歴
史
を
理
解
す
る
う
え

で
大
変
貴
重
な
も
の
で
す
。
日

記
の
一
部
を
調
査
出
版
し
、
販

売
し
ま
し
た
。

◆
書
名　
『
栃
木
の
在
村
記
録

　

幕
末
維
新
期
の
胎
動
と
展

開
』
第
一
巻 

岡
田
嘉
右
衛
門

親
之
日
記
（
一
）
天
保
15
年
～

安
政
６
年

◆
閲
覧　

市
内
各
図
書
館

◆
販
売　

岡
田
記
念
館
ま
た
は

市
役
所
文
化
課

◆
価
格　

１
冊
６
千
円　
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第
32
回
ど
ん
ど
焼
き
中
止
の
お
知
ら
せ

　

新
年
の
家
内
安
全
・
無
病

息
災
・
商
売
繁
盛
な
ど
を
祈

願
す
る
た
め
、
１
月
12
日

（
土
）
に
予
定
し
て
い
ま
し

た
藤
岡
町
ど
ん
ど
焼
き
保
存

会
に
よ
る
「
ど
ん
ど
焼
き
」

は
、
諸
般
の
事
情
に
よ
り
中

止
と
な
り
ま
し
た
。
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◆
お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
と
ち
ぎ
12
月
号
３

ペ
ー
ジ
「
危
険
業
務
従
事
者

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
」
の
記
事
に
「
瑞
宝
双
光

賞
」
と
あ
り
ま
し
た
が
「
瑞

宝
双
光
章
」の
誤
り
で
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

 

秘
書
広
報
課

　
　
　
　

☎
21
‐
２
２
２
６

☆
犬
を
飼
っ
て
い
る
皆
さ
ん
へ

　

犬
の
鳴
き
声
に
関
す
る
苦
情

が
増
え
て
い
ま
す
。
犬
を
飼
う

場
合
は
、
次
の
事
を
守
り
、
ご

近
所
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う

に
飼
い
ま
し
ょ
う
。

○
鳴
き
声
に

配
慮
し
、
ど

う
し
て
も
鳴

き
や
ま
な
い

時
は
、
家
の

中
に
入
れ
る
な
ど
工
夫
し
て
飼

う○
放
し
飼
い
は
絶
対
に
し
な
い

（
散
歩
の
と
き
も
放
さ
な
い
）

犬
が
人
を
咬
む
お
そ
れ
の
ほ

か
、
犬
が
被
害
者
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す

○
散
歩
時
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち

帰
る

※
犬
の
し
つ
け
に
関
す
る
問
い

合
わ
せ
は
、
県
動
物
愛
護
指
導

セ
ン
タ
ー
へ
相
談
く
だ
さ
い
。

☆
野
良
猫
に
え
さ
を
与
え
な
い

で
　

え
さ
を
与
え
る
と
野
良
猫
が

多
く
集
ま
り
、
フ
ン
の
害
な
ど

で
ご
近
所
の
迷
惑
に
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

え
さ
だ
け
を
無
責
任
に
与
え

る
こ
と
な

く
、
飼
う

な
ら
責
任

を
も
っ
て

正
し
く
飼

う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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災
害
復
旧
費
補
助
金
に
つ
い
て

　

昨
年
７
月
17
日
に
市
内
で
発

生
し
た
突
風
に
よ
る
災
害
に
よ

り
被
害
を
受
け
た
個
人
及
び
個

人
事
業
主
の
方
に
対
し
、
復
旧

に
必
要
な
経
費
の
一
部
を
補
助

し
て
い
ま
す
。

　

被
害
を
受
け
た
個
人
又
は
個

人
事
業
主
の
方
で
、
申
請
さ
れ

て
い
な
い
方
は
早
め
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
補
助
対
象　

①
市
内
に
住
所

を
有
す
る
個
人
が
所
有
す
る
住

宅
又
は
農
業
用
施
設
の
復
旧
費

用②
市
内
に
事
業
所
を
有
し
て
事

業
を
営
む
者
が
所
有
す
る
事
業

所
、
店
舗
等
の
復
旧
費
用

※
①
②
と
も
に
10
万
円
以
上
の

復
旧
工
事
費
が
対
象
で
す
。

◆
補
助
率　

復
旧
費
用
の
２
分

の
１

◆
限
度
額　

10
万
円

◆
申
請
に
必
要
な
も
の

①
工
事
の
明
細
書
又
は
見
積
書

の
写
し

②
工
事
を
行
う
住
宅
等
の
現
況

又
は
工
事
の
予
定
箇
所
の
写
真

③
り
災
証
明
書
又
は
修
繕
証
明

書◆
受
付
期
間　

３
月
29
日（
金
）

ま
で

 

消
防
防
災
課 

☎
21
‐２
７
０
３


